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成
17
年
3
月
1
日
に
能
都
町
、

柳
田
村
、
内
浦
町
の
2
町
1
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
能
登

町
。
そ
の
5
周
年
を
祝
う
「
町
制
5
周
年
記

念
式
典
」
は
、
3
月
1
日
に
能
都
庁
舎
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
た
関
係
者
や
被
表
彰
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
集
ま
り
、
5
周
年
と
い
う
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
持
木
町
長
が
「
能
登
町
誕
生

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
和

の
精
神
が
あ
れ
ば
こ
そ
」
と
合
併
当
初
を
振

り
返
り
、「
自
然
を
享
受
し
、
人
を
育
て
、

暮
ら
し
を
守
り
、『
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら

し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
』
の
実
現
の
た

め
に
、
さ
ら
に
一
歩
前
へ
歩
み
を
進
め
ま

す
」
と
能
登
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
町
顕
彰
条
例
表
彰
、
特
別
功
労

者
感
謝
状
、
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
72
人
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

5
年
間
の
歩
み
を
礎
に

さ
ら
に「
一
歩
前
」へ
―

自
治
功
労
者
表
彰

（
敬
称
略
）

【
議
会
議
員
】

上
野
耕
平　
　

岩
坂
喜
通

故
青
木
豊
治　

炭
谷
昭
平　
　

山
本　

研　
　

竹
中
初
男　
　

棚
田
昭
男　
　

室
谷
賢
一　
　

小
路
礼
一
郎　

故
田
髙
宗
男

田
上
賢
一　
　

山
岸
昭
夫

小
藏
久
一　
　

桶
谷
政
雄

谷
上
幸
男　
　

穴
釜
光
雄

岩
住
福
二　
　

鳥
井　

修

石
田
博
之　
　

小
路
政
敏

市
濱　

等

【
行
政
】

山
元
淳
二
（
元
副
町
長
）

新
谷
久
守
（
元
収
入
役
）

【
教
育
】

松
本　

博　
　

石
井
勲
雄

【
農
業
委
員
】

渕
崎
昭
平　
　

小
坂
孝
志

表　

久
榮　
　

的
場
継
夫

田
端
雄
市　
　

中
田
太
吉

福
塚
政
夫　
　

吉
田
力
雄

東　

久
壹　
　
故
藏
前
好
雄

故
藤
原
良
平　

堺　

善
雄

山
岸
昇
平　
　

武
藤
德
一

天
野　

登　
　

銖
藤
正
雄

水
野　

勉　
　

中
谷
幸
夫

西
藤
義
弘　
　

小
正　

勲

脇　

俊
雄　
　

東　

明
忠

中
橋
宇
機
雄　
故
大
坪
照
子

谷
内
政
隆　
　

干
場
吉
郎

表　

昭
二　
　

中
瀬
晴
夫

【
選
挙
管
理
委
員
】

坂
井
次
雄　
　

谷
口
正
成

小
谷
拓
男　
　

岩
城
康
德

故
新
﨑
秀
雄

【
監
査
委
員
】

彌
録
文
彦

【
町
会
区
長
会
連
合
会
】

故
眞
岸　

博　

梶
原
征
一
郎

【
消
防
】

山
本　

勉

能
登
町
消
防
団
三
波
分
団

【
文
化
】

山
中
武
雄

【
農
業
】

中
谷
喜
久

【
ス
ポ
ー
ツ
】

坂
下
昭
徳

能登町顕彰条例に基づく表彰者

特別功労者感謝状贈呈者
伊藤たみ子さん

（神奈川県藤沢市）

佐久間エリ子さん
（神奈川県藤沢市）＝写真右
　伊藤さんと佐久間さんは、能登町名
誉町民、故羽根万象氏（本名・為雄）
のご息女。2009 年 11 月に 42 点の羽
根万象作品を町に寄贈。

加藤和何子さん
（北海道札幌市）

　能登町恋路出身の彫刻家、故

坂坦道氏（本名・青嵐）のご息女。
2009 年 5 月、197 点 の 坂 坦 道
作品を町に寄贈。

中　三郎さん
（72 歳・越坂）

　1971 年から『天狗舞』車多酒造（白
山市）の杜氏。山廃仕込み純米酒の製
法を確立し、全国新酒鑑評会で通算 18
回の金賞。05 年に「現代の名工」を受
賞。能登杜氏四天王の一人。

故  波瀬正吉さん
（享年 77 歳・白丸）

　1968 年から『開運』土井酒造（静
岡県）の杜氏。全国新酒鑑評会で通算
16 回の金賞受賞。能登杜氏四天王と称
され能登杜氏の名を全国に高めた。写
真は妻の豊子さん。

濵田　實さん
（73 歳・松波）

　1977 年 5 月に内浦町商工会役員、
01 年から同会長、06 年から能登町商
工会の初代会長。78 年に町議会議員に
初当選。7 期 27 年余り務め、地方自治
の発展に大きく貢献した。

【上段右から】持木一茂町長、山﨑元
英議長、北村茂男衆院議員、一川保夫
参院議員【中段右から】嶋栄一奥能登
総合事務所長（谷本正憲県知事代理）、
岡田直樹参院議員、櫻井廣明県議、宮
下正博県議【下段右・写真下】万歳三
唱の発声は、興能信用金庫理事長・安
宅紀久郎氏

平


